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　私の赤ん坊の誕生、そしてPAISの診断からこれまで、私は
ずっと大きな雲がかかったように重苦しい気分になることが
多々ありました。他の親御さんもそうなのだということは分
かっています。でも、お医者さんはこの雲のことをご存知あり
ません。その雲の原因を表す言葉はご存知ですが。お医者さ
んはそのことを「開示」と呼んでいます。

　娘が8歳の頃、あるお医者さんがこう書いてらっしゃるのを
読みました。（シャーミアン先生の「患者さんに話す時」です）。
子どもの状態について「開示」というのは止めよう、それでは
まるで秘密を暴くような言い方だ。その代わり、子どもの状態
について「説明」する、そう考えることにしようと。

　それで私の雲が晴れたとは言えません。ですが、ほんの少
しだけは楽になりました。説明ならできる。そんなに怖くないよ
うに思える。それなら、一回だけじゃない、たった一度で全部
話さなくちゃいけないわけじゃないように思えました。（開示と
説明、どっちが正確な表現なのか誰も言ってくれない状態で
したけど！）　説明なら、以前もしていました。娘が4歳の時で
す。お人形で遊んでる娘に、お母さんがみんなおなかで子ど
もを育てるわけじゃないの、養子の子どもが来てくれることも
あるのよって。

　でも私が本当に、切実に知りたかったのは、他の親御さん
が、XYの娘さんにどうやって説明しているかってことでした。
自分のおなかで赤ちゃんを育てることはないだろうって。そし
て娘さんたちの反応がどんなものだったのか？どんなことを
訊いてきたのか？それに、いつ言うのが一番いいのか、他の
親御さんはどうやって知ったのかっていうことも。

　追伸。ここ数日は私にとって特別な日になりました。娘が、
自分はどこか「違う」と知り、そのことについて前よりも少し訊
いてくるようになったのです…。私も常時このことを意識しな
きゃいけなくなりました。それに、どうすればこの子を傷つける
ことなく話すことができるかどうかも。。。でもここ数週間のう
ちにこの子は知ることになるでしょう。赤ちゃんは持てない。
生理はない。膣もない。ホルモンを服用する必要があるなど
など。。。お医者さんに行く必要もあります。5歳以来の検査で
す。お医者さんは子どもが混乱しないよう、麻酔をかけて検査
するのはどうかと仰ってます。でもいずれにしても、この子は
なぜ病院に行かなきゃならないのか理解しなきゃいけないこ
とになります。

CAISCAISCAISCAISをををを持持持持つマルタさんつマルタさんつマルタさんつマルタさん（（（（36363636歳歳歳歳））））からのからのからのからの返信返信返信返信（（（（2010201020102010年年年年10101010月月月月））））

　娘さんには、大丈夫だよ！ってお伝えしたいです。お母さん
は正しいアプローチを誠実にされていると思います。（もちろ
ん、正しいアプローチって言っても、それぞれの家族のそれぞ
れの事情に応じて違ってくると思いますけどね）。

　でもとにかく、お母さんは正しいアプローチをしていると思
います。お母さんは十分な知識を持っている。何年もかけてこ
ころの準備もされてきている。他の親御さんとお話され、皆さ
んの経験も学ばれてきた。お母さんはきっと、娘さんの望むこ
と、疑問、知りたいことをもう十分ご存知です。そしてこのこと
は絶対娘さんの支えになるでしょう。

　私には子どもはいません。でも、娘さんが自由に分からな
いことを話せる雰囲気をお母さんが作り上げてきたなら、娘さ
んが疑問や望みを話すリズムを空気のように掴んでいたら、
娘さんもこころの準備ができた時には、お母さんの話と気持
が届くことだと思います。これからもまだ長い道のりでしょう
が。

PAISPAISPAISPAISをををを持持持持つつつつ11111111歳歳歳歳のののの娘娘娘娘さんのおさんのおさんのおさんのお母母母母さんさんさんさん、、、、アナさんがアナさんがアナさんがアナさんが、、、、数週間後数週間後数週間後数週間後
このこのこのこの会話会話会話会話にににに加加加加わりましたわりましたわりましたわりました。（。（。（。（2010201020102010年年年年11111111月月月月））））

　私にもPAISを持つ娘がいます。今は11歳。もうすぐ12歳
になります。

　娘にとって、私たち家族は重要な時期に来ました。自分の
身体について、娘がたくさん訊いてくるようになったのです。
「生理はいつ始まるの？」「おっぱいはいつ大きくなるの？」。
そして多分3月にはHRT（ホルモン補充療法）を始めることに
もなるでしょう。

　娘にはもっと多くのことを伝えねばなりません。既に、ホル
モンは出てるけど、ちゃんと働いてはくれてないとは言ってあ
ります。健康に成長するにはお薬が必要だとも。赤ちゃんの時、
手術を受けていることも知っています。でも、当面私はこれ以
上話せそうにありません。

どうこれ以上話せばいいのか、時々分からなくなります。。。と
ても複雑で。。。

ジルさんからのジルさんからのジルさんからのジルさんからの返信返信返信返信（（（（2011201120112011年年年年11111111月月月月））））

　娘のアナはもうすぐ9歳です。

　続きは「娘に話すということ」というタイトルで、個人的なお
話ですが、またいつか書きなおそうと思っています。でもまだ
しばらくは、もう少しこころの整理をつけたいと思っています。
いつかみなさんとシェアできればと。。。



　10月にマルタさんとメールで、娘にどうやってPAISのこと
を更に詳しく説明してきたかを、お話させていただきました。
今が話す時なのだと思った理由は、娘がたくさんの疑問を訊
いてくるようになったからです。自分のクリトリスは妹のと違う、
なんで？いつ毛は生えてくるの？（クラスの友達でもう発毛が
始まっている女の子がいるんです）。娘はもう、自分の膣が妹
のと違っていることも気がついています。私はいつも娘に、お
互いが信頼し合えるような答えを伝えようと努めています。
（娘の年齢の子どもが通常聞くような範囲を超えてでも）。で
も。。。赤ちゃんのことについてどう話せばいいのか、このこと
については本当に葛藤しています。生理がないことも、遊びに
行く時に「持っていくべきものリスト」に入る前に話ができれ
ばと。。。　専門のお医者さんの所に行くときも、一緒に行くか
どうかを訊きました。（クリトリスが大きいため、自分は少し違
うということを娘はもう知っているのです）。

　娘にはここ数ヶ月、その「違い」について話ができればと思
うと、大丈夫かなと思う時に、かなり何回か話してきました。娘
は最初は本当に嫌がって、怒リだすこともありました。ですの
で私は「あなたが話したいと思う時でいいのよ」と。娘は「うん、
でも今は嫌」とは応えてくれました。（その時は、Xファクター
((訳者注：イギリス・アメリカなどで人気のスターオーディショ
ンショー。))が始まるところだったからかもしれないですけど
ね）。それである日、絵本（「おかしなところに毛がはえた！」
((訳者注：イギリスで発売されている絵本「Hair In Funny 
Places」。思春期を迎える男の子・女の子用に、二次性徴に
ついて説明している。))です。）を見せて、夜ベッドに行く時に
一緒に話をしてもいいかどうか訊くと、「うん」と頷いてくれま
した。。。

　どのように身体（女の子も男の子も）が発達していくのか、
しばらくの間娘が知りたがっていたのは私も分かっていまし
た。なのでその夜、娘が何度も詳しく訊くようになってきた疑
問について、この絵本に興味を持ってくれたら説明をしようと
思ったのです。

　この絵本は、ホルモンが放出しはじめると、年頃の女の子
と男の子の身体にどのようなことが起きるのか描いたもので
す。女の子の出血（生理）が始まり、それがおなかの中で赤
ちゃんを育てることができるようになるという表れなんだとい
うところに差し掛かり、私は娘に、「ごめんなさい、お母さんこ
れ以上読めない・・・。このことがね、あなたの違いにどう関係
するのか、お母さん、あなたに説明しなくちゃならないの」と打
ち出しました。

　あなたには出血はないのと説明すると、娘は「だったら、私
はおなかで赤ちゃんを育てられないの？」と訊いてきました。
「そう・・・。そういうことなの…」と私が言うと、当たり前のこと
ですが、娘は泣き出し、私は泣いている娘を強く抱きしめるし
かありませんでした。答える言葉なんてありませんよね。。。私
は怖くなりました。この子にどうしてやればいいんだろう！　

きっと娘はこの話を受け止めるには、まだまだ早かったので
しょう。。

　しばらくして私は続けました。「ごめんね…。読み始めたば
かりなのに、こういう話をして。もともと読みたい本でもなかっ
たのにね。でも、お母さん、あなたにこれ以上、本当じゃないこ
とを言うことなんてできなくて。絶対嘘はつきたくなかったの」。
それに、このことを乗り越えていくことが本当に大切なのだと
思うということも。娘は静かに泣き続け、ただただ抱きしめて
ほしがっていました。。。

　明日は学校に行かなくてもいい、一日中一緒にいよう、ふ
たりだけでね。そこで訊きたいことがあったら、どんなことでも
いつでも訊いていいから。でも、なにか楽しいこともしない？
（学校があったり、きょうだいがいるからとかで）いつも時間が
取れなくてできないようなことを。そう言うと、娘は頬を赤くし
て、もう少し話をすることができました。里親制度のこともです。
私たちの本当に親しくしている友人が、里親になってすばらし
い家族を築き上げていることも話せました。それに、親しくし
ている友人で、自分は子どもを持たないことにしている人の
こと、更に、心から自分の生物学的な子どもを欲しいと望んで
いるけど、それに恵まれない友達のことも。

　健康に発達・成長するのを助けるお薬も後々必要になって
くることも説明しました。娘は、自分の膣はどこにあるのかと
訊いてきました。「それは中に隠れているの。だから、もう少し
大きくなったら、お医者さんが膣を開けるのを助けてくれるの
よ」と言うと、娘が「膣“かくちょう”が必要なの？」と訊いてき
たので、私はびっくりして思わず笑ってしまいました。「あなた、
そんなことどこで覚えてきたの？？」。私が笑ったことで、娘も
リラックスできたようです。まだ8歳の幼なじみの子が娘に、赤
ちゃんは膣から出てきて、出てくる時「膣拡張」しなくちゃいけ
ないんだと言ってたと、娘は説明してくれました。「そう、その
膣拡張が必要なの。でもそれは、もっと大きくなって、ちゃんと
お医者さんとお話してから。そうしたらどうするのかはっきりす
るから」と私は答えました。

　すると娘は「お母さん。私、男の子なの？」と訊いてきました。
どう答えればいいか一瞬分からなくなりました。その時は思
いもよらないことだったんです。でも、この疑問は、膣がないこ
とやクリトリスが大きいことについてであり、自分の性別につ
いてどう感じているかということではないことははっきりして
いました。こういう疑問にはこれまでの子育てで答えてきた方
法、シンプルに子どもに分かりやすい答え方が、できるだけ本
当のことを言うには役に立つように感じ、こう答えました。「覚
えてる？赤ちゃんはみんな、お母さんのおなかの中で、全く同
じところから始まるって話したこと。まだおなかの中でだけど
ね、男の子、女の子になっていくのはそれからなの。あなたは、
お母さんのおなかの中でね、この本に書いてあった「ホルモ
ン」みたいなことが起きそうになったの。ちょっと混乱があった
のね。でもあなたが『ちょっと待って！私は男の子になるんじゃ



ない！女の子になりたいの！』って言ったから、あなたは自分が
なろうと思った女の子になったのよ」。娘は少し考えて、うなず
きました。（後になってですが、もう少しうまくできていたらと思
いました。なぜそのことを訊いたのか、言ってもらった方が良
かったのではないかと。性別の違いよりも同じところを、こうい
うことを訊いても大丈夫なんだっていうことを伝えたほうが良
かったかもしれません）。

絵本は最後まで読むことにしました。でも、彼女の身体のこ
とは話さず、ただ読んだだけでした。

もうひとつ娘に言ったのは、今日話したことは後々友達に
話してもいいけれども、とりあえず今は、もう少しいろいろな話
を家族の中だけで話せるようにして、家族みんながこの話に
慣れるようにしていきたいということです。もしあなたがお友
達に話したいと思ったら、できればまずお母さんと話し合って、
どうするのが一番良いかふたりで考えていきたい、と。

　「それとね。明日もしかしたら、あなたは初めての養子の子
どもをお迎えできるかもよ。この街の動物園はとっても大きく
て、動物を一匹「養子」に来てもらえるの」。娘は動物が好きで、
よく一緒に動物園に行ってたのですが、動物を見るところの
何箇所かに「里親募集中」の看板が出ているのをいつも指差
して、「いつかそうしようね」と言っていたのです。更に、ウェブ
サイトで「子どもや養護施設のスポンサー」になれる団体の
ページ（プラン・インターナショナルなど）を見れば、どうすれ
ばいいのかもっと分かるとも言いました。そういうサイトはよく
一緒に見ていたのですが、これまでは具体的には何も話して
なかったのです。娘はいいアイディアだと思ってくれたようで、
とても落ち着いた様子になってくれました。

　そして・・・。これは、子どもって私たちが不安に思うほどに
はずっとものごとを受け止められるって意味で言うんですが、
娘が「お母さん、あたし悲しくなっちゃったから、後もうひとつ。
明日一緒にトイザらス行ってくれる？」なんて言ってくるんで
すね（笑）。「トイザらスに行っても、お母さんがあなたに話した
ことが無くなるわけでも、変わるわけでもないのよ」、（娘は
「分かってる、ママ」と言ってくれました）、でもいっぱいの笑顔
で、「そうね、ちょっとでも気分が良くなるなら、一緒に行っても
いいよ」と言いました。

　それからふたりで下に行って、今度はお父さんに抱きしめ
てもらって。（夫は下で不安になりながら待ってくれていました。
娘が体のことを訊くのはいつも私にでしたので、私が話すこ
とにふたりで決めていたんです）。夫には、娘と話したことを簡
単にだけ説明しました。（もちろん夫は後で詳しく話をすること
は承知していましたし、この場面で大きな声で説明すること
でもないと思いました。それよりもここでは、娘にはいつでもお
母さん、お父さん、両方のところに戻れるんだってことをちゃん
と分かっておいてもらいたかったのです）。
　夫は娘を今までになく強く抱きしめ、本当にどんなに愛して

いるか娘に話しました。しばらく一緒にテレビを見て（娘は私
たちの間に座って）、それから2階に一緒に上がって、娘が眠
りにつくまで側にいました。

　話をした経験として、子どもに体のことを話すのはいつな
のかがどんな風に分かるかというのは、少し出産に似てるな
と思いました。皆さんも妊娠中、ずっと物思いされてましたよ
ね。いつ検査室に行くのか。病院に行くべき時がどんな時な
のか。そしてその時が来たら（そうなったら、もういつ行くべき
かは明らかですけどね）・・・と。そういうこと、皆さんどうやって
分かっていきました？もし皆さんの娘さんがいろいろと訊いて
くるようになってきたら、それは、身体のことについて説明する
時が来たのだと私は思います。マルタが私に言ってくれたよ
うに。「娘さんに自由な時間と空間を与えてあげてください。そ
して彼女のリズムに合わせてあげて」。とても良いアドヴァイス
だと思います。

　もうひとつ私が実感で分かったのは、お医者さんが「開示」
と呼ぶもの、お子さんに少しの情報を言うというこの「大きな
出来事」についてです。実感的に分かったのは、子どもたちの
この身体は何かひとつの「出来事」ではなく、長いプロセスな
のだということ。お医者さんもこのことについては、皆さんが
お子さんにこの事（どんなことでもです！）を説明していく長い
道のりなのだと認識していただきたいと思います。そうすれば、
もっと複雑なことを説明する時にも、もっと簡単に説明する言
葉を見つけることができるでしょうから。今だから分かるので
すが、ここ数年間少しずつ少しずつやってきたことが、この長
い道のりを少し簡単にしてくれたように思います。玉ねぎを少
しずつ少しずつ、一枚一枚向いていくような積み重ねが大切
だと思います。

　次の朝、朝食前に、娘はまさに初めて里親になりました
（WWFでイルカの里親に）。その日は一緒に素敵な時間を過
ごしました。その日だけ十分に甘えを聞いて、抱きしめて、少し
ご褒美をあげたりして（ちょっとだけですけどね）。私の友達の
所を訪ねた時は、私は友達には明らかに「白い嘘((訳者注：
誰かを守るためなど、ついていい嘘のこと。))」をつきました。
娘には、自分の身体のことをプライヴェートにしておきたかっ
たり、もう少し自分自身慣れていく必要があったら、「白い嘘」
はついていいと言いました。（そういうこと以外の嘘は絶対ダ
メとも言っておきましたけどね！）。

　私にとって一番つらかった瞬間は、話をしてから2日後、娘
が学校に行く際、まだ幼い声で「お母さん、行ってきます！」と
言った時です。私は怖くなりました。行かせられない、もしこの
子がお昼間に私が話したことを思い出して、それがどういうこ
となのか分かったらどうしよう…。そうなっても、そこで抱きし
めてあげられない。その日は一日涙が止まらず、娘のことを思
うと心に重いものを感じました。次の日からは、もし娘が多少
でも不安になったりしてないか、閉じこもったりしてないか気
になり続けました。本当、臨床心理士さんに見極めておいた



方がいいポイントを教えてもらいたかったです。

　でももうこれも1ヶ月前の話です。娘は元気そうです。娘が
おっぱいのことを言ってきたら、おっぱいはすぐに大きくなる
よと言おうと思っています。（お友達の身体に起きることのう
ち、いくつかはあなたにも起きるよと）。同じクラスの男の子た
ちと女の子たちが、「恋」しあってるという話が出てきたら、あ
なたの番もすぐに来るというようなことを言おうと思っていま
す。でもどっちみちまだみんな早すぎるけどね、とも。

　最後に皆さんに自信をつけてもらおうと思います。今は時
間をかけること、そして娘さんに身体のことを話すことについ
て。ちょっと別の話なんですが。娘が私たちの友達に、サンタ
クロースが本当は誰か分かったって言ったことがあったんで
す。娘にこの事を訊いてみたら、友達がそう言ってたから知っ
たけど、まだ小さい弟も妹もいるからまだ家では言いたくな
かったのと答えたのです。

　数日後、娘は寝る前にベッドで私に言いました。「本当は知
りたくなかったの…。サンタさんが誰かって…。言われる前は
もっと楽しみだったのに…」。

　娘を産んでからずっとこれまで、私は娘が「本当は知りたく
なかった…」と言う瞬間を恐れていました。ただ、サンタの話
は結構重要なところだと思います。

　ごめんなさい、あまり考えずに書いてるので…。綴りも間
違ってると思います。頭痛がひどくて、一度ここで止めようと
思います。でもまたこのことについては詳しく書こうと思いま
す。皆さんが勇気を持てるような、説明する言葉を見つけられ
るような…。

　多分、本当に最後に。私はいつも、話をすることでむしろ安
心感をもたらすことができると思っています。でも、これは始ま
りに過ぎないとも思いました。まだこの角を曲がったばかり。こ
れからも長い道があるのだと…。
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　お話を共有していただいて、ありがとうございます。ジルさ
んの想いも、体験も、伝え方も全部です。ありがとうございま
した。他の親御さんにも、とても参考になると思います。

　ジルさんの仰るように、ものごとがあるべきところにあるよう
になっていくには時間がかかるものだと私も思います。ジルさ
んも、娘さんも。

　娘さんは今、少し多くのことを知りました。これからも理解し
ていかれるでしょう。この症候群は彼女の人生の一部分と
なっていきます。（彼女の心の中で、ということです）。でももち
ろん、彼女の年齢なりに考えていかれるでしょうが。（サンタク

ロースが本当は誰なのかというお話のように）。
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　お話されたこと、書いていただいてありがとうございます。

　この症候群について女の子に多少なりとも話をする時期と
いうのは、それぞれの子の精神的な成熟度によって違ってく
ると私は思っています。9,10歳でもう精神的に成熟してる女
の子もいるでしょうし、12歳でもまだという子もいます。

　私の娘はちょうど2段階目です。娘は12歳ですが、まだ幼
いところもあって、まだ少ししか話しをしていません。でも、
2,3ヶ月以内にお医者さんのところに行きますので、きっと今
までよりたくさんの質問が出てくると思います。それがその時
です。
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　アナさんが指摘くださった精神的成熟は、とても重要な点
です。ただ、それぞれの子どもの違いだけでなく、文化や社会
の違いもあるように思います。たとえば、ここイギリスの子ど
もって、セックスについてはずっと多く知っていると思います。

　もうひとつは、早めに話していく場合（8歳頃など）、静かに
優しくメッセージをくり返し話す必要があります。もっと早く、
赤ちゃんが持てないことを話し始められた親御さんの経験談
を読んだ時、ああ、私はもう遅いのかも、もっと早く何か話さな
きゃいけなかった！と思わず私は考えました。ですが、その親
御さんは、子どもがどれだけ腑に落ちたか、本当に理解でき
たかよく分からなくて…とも仰ってました。 
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　いつどのように話すのか、ジルさんの仰る通り、文化と社会
の違いもありますよね。

　これは私の意見ですが、早めに少しずつ話をするほど、お
子さんは自分の人生に取り入れていくのだろうと思っていま
す。

　もちろん大人のようには理解できないでしょうが、話を「消
化」しはじめていくでしょうし、仰るとおり、後でまたくり返し話
しをすることもできます。ドアは開いてますから、質問された時
に詳しく話もできると思います。私は思うのですが、私たち（こ
のような体を持つ女性）の多くが、何か自分は他の子と違うと
いうことを感じています。（お医者さんのところに行ったり、外
性器のことだったり、ヘルニアのことだったりなどなど）。 なの
で、まだ幼くてすべてを理解できない時期でも、（年齢に応じ
た）答え方を用意しておいたほうがいいと私は思います。



　私の場合は、何も訊きませんでした。勇気がなかったんで
す。両親と私の関係性もあったと思います。決して悪い関係
ではなかったんですが、この話はまた別の時に…。（ただ多分
ですが、訊ねてはいけないことなんだとは思っていました）。

　でもこれは、話すことが簡単だということではありません。
とても難しいことだと私も思います。
　まず親御さんがお子さんの身体の状態を受け止めなきゃ
いけなくて、それから説明ができるようになるのだろうなあと。
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　マルタさんマルタさんマルタさんマルタさんとそのご主人は、初めてのお子さんの養子縁組
の手続きをされています。

　アナさんアナさんアナさんアナさんの娘さんはとても幸せに暮らしています。ホルモン
療法を始め、お友達のように、おっぱいが大きくなってきてい
ます。生理がないことを学校などでどうしていくか、考えてい
る最中です。
　
ジルさんよりジルさんよりジルさんよりジルさんより

　私が娘を家で学校に見送ったあの日。あの日は学校生活
の中でも特別な日になりました。あれから1年たちましたが、
娘はその日を覚えています。2011年11月のある木曜日の午
後、プールの窮屈な着替え部屋で（一番下の娘も一緒でした
が）、娘が私に言ってきたんです。「お母さん。学校ズル休みさ
せてくれて、お母さんと特別な日を一緒にいたのって、1年前
だよね」。

　私は微笑んでこう言いました。「そうよ。お母さんあなたのこ
と大好きだもん」。

　そうすると娘は、「またズル休みして一緒にいたいなあ」と
言ってきたのです。

　私は自分の感情をぐっと飲み込んで応えました。「なんでズ
ル休みさせたかは覚えてるの？」。「覚えてるよ」と彼女は応え
ます。「だったらOKよ。またズル休みしちゃお」。この時は、な
んだかとっても不思議な、でも楽しい瞬間になりました。

　私は学校には、（嘘をつかずに）一緒に楽しい一日を過ご
したいのでお休みさせていただきますと言おうと思っていた
のですが、娘は風邪だからということにしてくれないかと言い
ました。目立ちたくなかったのです。

　そして当日。ショッピングで素敵な朝を一緒に過ごして、お
昼からはお父さんも加わって、ミュージカル「We will rock 
you」を見に劇場に行きました。

　この日は今では我が家の習わしになっています。娘自身は

それが何故なのかよく分かっていないようですが。でも、次の
11月、お父さん・お母さんと過ごせる本当に特別な日を数え
て待つことはできるようです。

　学校では性教育（赤ちゃんはどうやってできるのか、どんな
風に生まれてくるのか、思春期にはどんなことが起きるのか）
を受けました。娘には、小学校の先生は複雑な人生まで説明
することはまだ難しいのよと、事前に説明して、あなたの場合
はいくつか違うところがあるということ、いつでも訊きたいこと
があれば訊いていいということを思い出してもらいました。そ
れから数週間後のことですが、娘の「保健体育」のノートに、
思春期で起きることがまとめて書いてあるのを見て、とても悲
しくなるということがありました。娘は「私には生理が起きる」
と書かねばならなかったんです。それ書くのってどうだった？
と訊くと、肩をすくめて「先生が書けって言ったこと書いただ
けよ。気にしてない」とのことでした。私はただ娘を抱きしめ、
あなたのことをとても愛しているからという他ありませんでし
た。ですが全体的には、性教育は、娘が知識を増やし、疑問を
訊ねる機会を増やしてくれた点では役に立ったと思います。

　今（2012年5月）私は、臨床心理士さんの助けを借りなが
ら、内性器と性腺切除（娘はPAISを持っていますので）、それ
にXY染色体について説明するこころの準備をしています。夫
は染色体のことについては必ずしも話す必要はないのでは
と考えています。（「娘がどうやって理解するんだろう？僕だっ
て実際よくわからないのに」）。でも、私は言うことが正しいと
思っています。一度扉が開けば、娘も疑問を訊けるようになり
ます。だったら、一緒に学んでいけばいいのだと。この困難な
パズルの最後の1ピースを放っておいてしまうことで、何か間
違った意味を与えてしまうよりはいいのだろうと。

　夫にはこのことを話すことについては、私は違った考えを
持っているとは言いました。その時のために、何を話すか、話
さなきゃならないことを書き出して、どう話すか考えておく必
要があると思っています。ある程度の話の見通しをつけてお
こうと。

　私たちの旅は続いています。曲がり角も重い雲も共に。そ
れをも道標にして。


